[Research notes] Active Learning through Relay-style Pronunciation BBS by 戸田 貴子 et al.
 
 ― 1 ―  
 
研究ノート  
リレー形式の発音 BBS をとおした 
学習者の主体的な学び 
























2014b）、千ほか（2014）など、上記の「なめらか！発音 3-4」で行った BBS 活動以外、
日本語音声教育に関する研究は管見の及ぶ限り見当たらない。これらの研究の成果から、
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図 1 「なめらか！発音 3-4」の学習の流れ 
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本稿では、上記の 4.「発音 BBS」への書き込みに焦点を当てる。「なめらか！発音 3-4」
は、第 1 週目から第 5 週目までは対面式授業が、第 6 週目から第 15 週目はオンデマンド
形式の授業が行われる（表 1）。対面式授業終了後、学習者が自律的に 10 週間の学習を進
めていくためには、学習方法を身につけ、「発音 BBS」の提出方法に慣れておく必要があ
る。そこで、対面式授業では学習者がひとりでも第 15 週目まで自ら学習を進めることが
できるよう、各学生に 1 台の PC が設置されているコンピュータールームを使用し、実際
に PC を操作して Course N@vi1にログインした状態で丁寧に説明を行なった。 
 
表 1 「なめらか！発音 3-4」の授業内容 
2.2 発音 BBS の特徴 
「発音 BBS」の最終的な到達目標は、「学習者が発音について考えて、言語化していく力










授業形式 該当週 授業内容 授業形式 該当週 授業内容 
対面式 
授業 
第 1 週 オリエンテーション 
オンデマンド
授業 
第 6 週 連濁、数詞 
第 7 週 オノマトペ、短縮語 
第 2 週 挨拶の発音、拍 
第 8 週 外来語 
第 9 週 縮約形 
第 3 週 リズム 
第 10 週 強調 
第 11 週 母音の無声化 
第 4 週 名詞・人名のアクセント
第 12 週 複合語のアクセント 
第 13 週 動詞のアクセント 
第 5 週 文末イントネーション 
第 14 週 表現意図とイントネーション 
への字型イントネーション 





































3.1 問いかけの内容  
初めてリレー形式を用いた、授業第 13 週目の「動詞のアクセント」の回で、実際に行っ

















































































4.1 問いかけの内容  


























めらい」の 6 つの表現意図から 1 つだけ表現したい気持ちを選び、「そうですか」または
「そうですね」を録音してもらった。録音を聞いた次の学習者には、前の学習者が表現した





































































































 1 早稲田大学で独自に使用されている学習管理システム LMS（Learning Management System）
である。詳しくは、稲葉（2014）を参照されたい。 
 2 本授業においては、日本語教育を専門とする大学院生がメンターとなって活動に参加した。 
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